
商船三井オーシャンエキスパート（株）沿革

馬場大光商船

1966.7.13

　船員を移籍（1989.6.1）

 大光商船が一時所有（1948.10～56.3）

　　　　　　　　合併（1965.10.1）

1993.10.1 日本海航路開設を目的とした国策会社。

商船三井に吸収合併 戦後、大阪商船系列へ

三井船舶、日本郵船

商船三井オーシャンエキスパート 1995.10.1 新栄船舶 　　　　　1965.11　所有船5隻、従業員の半数を岡田汽船に売却、移籍（商船三井の専属会社に）

2011.4.1 商船三井に吸収合併 1966.1.20 岡田汽船 …日本郵船系列

三井物産、東洋汽船

1966.10.1合併 東西汽船　1946.8.29

　　長崎、燃料炭販売、輸送

　　1934年、神戸に進出。

商船三井タンカー管理 国際エネルギー輸送

2006.4.1 1989.4.1

　　神戸、阪急財閥

　　当初は船主専業。

2013年7月制作

栃木汽船　1915.12.15

1967.1.30　外航部門を統合　

国際マリントランスポート

1989.4.1

大安商船（1959）

　合併

松岡汽船　1922.7.25

　合併

　合併

　合併

東洋海運　1936.12.3

澤山汽船　1917.8.18

富山　北前船主

　　　　　　　1991.2.1

大阪　回漕業

協立汽船　1948.5.27

馬場合資　1903.1.31

矢吹商店　1909.2.7大光商船　1933.8.2

馬場汽船　1937.2.8

日本海汽船　1939.12.29

1964.4.1
海運集約

MOL系列化

MOLタンカーSVG
業務を移管

船舶管理業務をMOSM
へ移管（2006.3.31）

船舶管理業務をMOL
へ再移管

（2010.6.23）

富士汽船より
船員を移籍

MOL,NAVIX
合併

（１９９９．４．１）


